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(57)【要約】
【課題】ケース、ソーラーパネル、入力ポート、蓄電器
、電気エネルギー変換器、放熱器及び出力ポートを有し
、外部装置に給電するためのポータブルソーラー電力ボ
ックスを提供する。
【解決手段】ケースの表面にソーラーパネルが設けられ
、蓄電池に供給するための電気エネルギーを生成し、外
部電源がない場合には蓄電器に充電を行うことができ、
蓄電器はケース内に収容されているため、別途に用意す
る必要がなく、携帯に便利である。入力ポートは、外部
電源からの電気エネルギーを受けるためのものであり、
これにより夜間又は暗所において外部電源による蓄電器
への充電を行うことができ、ポータブルソーラー電力ボ
ックスの使用時間を増加させることができる。電気エネ
ルギー変換器は、放熱器を用いた放熱により使用寿命を
延長することができる。
【選択図】図２Ｂ
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　外部装置に対して給電を行うためのポータブルソーラー電力ボックスであって、
　ケースと、
　前記ケースの表面に設けられ、第１の電気エネルギーを生成するためのソーラーパネル
と、
　前記ケースに露出され、外部電源を第２の電気エネルギーとして受けるための入力ポー
トと、
　前記ケース内に収容され、前記ソーラーパネル及び入力ポートにそれぞれ接続され、前
記第１、第２の電気エネルギーを取得し蓄積するための蓄電器と、
　前記ケース内に収容されるとともに前記蓄電器に接続され、前記蓄電器に蓄積された電
気エネルギーを前記外部装置に適した第３の電気エネルギーに変換するための電気エネル
ギー変換器と、
　前記ケース内に収容され、前記蓄電器に接続されることにより電気的に作動し、前記電
気エネルギー変換器の放熱を行うための放熱器と、
　前記ケースに露出されるとともに前記電気エネルギー変換器に接続され、前記第３の電
気エネルギーを出力するための出力ポートと、
を備えることを特徴とするポータブルソーラー電力ボックス。
【請求項２】
　前記蓄電器は、リン酸鉄リチウムイオン電池を有することを特徴とする請求項１に記載
のポータブルソーラー電力ボックス。
【請求項３】
　前記第３の電気エネルギーは、直流電気エネルギー又は交流電気エネルギーであること
を特徴とする請求項１に記載のポータブルソーラー電力ボックス。
【請求項４】
　前記第３の電気エネルギーは、５ボルト又は１２ボルト出力の直流電気エネルギーであ
ることを特徴とする請求項３に記載のポータブルソーラー電力ボックス。
【請求項５】
　前記第３の電気エネルギーは、１１０ボルト出力の交流電気エネルギーであることを特
徴とする請求項３に記載のポータブルソーラー電力ボックス。
【請求項６】
　前記放熱器は、直流排気装置であることを特徴とする請求項１に記載のポータブルソー
ラー電力ボックス。
【請求項７】
　両端が前記放熱器及びケースにそれぞれ接続されたホースをさらに備え、前記ケースに
おいて前記ホースが接続された箇所に開口が設けられ、前記放熱器による前記電気エネル
ギー変換器の放熱によって生じた気流をケース外部に送出することを特徴とする請求項６
に記載のポータブルソーラー電力ボックス。
【請求項８】
　前記出力ポートは、少なくとも一つの交流電流の三孔ソケットを有することを特徴とす
る請求項１に記載のポータブルソーラー電力ボックス。
【請求項９】
　前記出力ポートは、少なくとも一つの直流電流のシガレットライターソケットを有する
ことを特徴とする請求項８に記載のポータブルソーラー電力ボックス。
【請求項１０】
　前記出力ポートは、少なくとも一つの直流電流のＵＳＢソケットをさらに備えることを
特徴とする請求項９に記載のポータブルソーラー電力ボックス。
【請求項１１】
　前記出力ポートは、前記三孔ソケット、シガレットライターソケット、及び／又はＵＳ
Ｂソケットの電気エネルギー出力を開閉するための電気エネルギー出力スイッチをさらに
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備えることを特徴とする請求項１０に記載のポータブルソーラー電力ボックス。
【請求項１２】
　前記蓄電器に接続され、前記蓄電器の電気量を表示するための電力表示器と、
　前記電力表示器に接続され、前記電力表示器の表示を設定するための設定スイッチと、
をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載のポータブルソーラー電力ボックス。
【請求項１３】
　前記電力表示器は、複数の発光ダイオードからなることを特徴とする請求項１２に記載
のポータブルソーラー電力ボックス。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、ポータブルソーラー電力ボックスに関し、特に各タイプの外部装置に電気エ
ネルギーを供給することができるポータブルソーラー電力ボックスに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　科学技術の発展に伴い、携帯可能なポータブル電子装置、例えば携帯電話、ノードブッ
クパソコン等が普及しつつある。しかしながら、このようなポータブル電子装置は、それ
自体に備わる電池により駆動され、室外で使用された場合、それ自体に備わる電池の電気
量が使い尽くされると、その代わりに予備用電池を使用することができるが、両者の電気
量がいずれも使い尽くされると、ポータブル電子装置は使用できなくなってしまう。
【０００３】
　特許文献１には、ポータブル電子装置におけるそれ自体に備わる電池又は予備用電池が
使い尽くされ、ポータブル電子装置が使用できなくなるという欠点を解決するためのポー
タブル電源装置が開示されている。図１に示すように、ポータブル電源装置１は、電池槽
１１０のハウジングベース１１に出力ポート１２、入力ポート１３及び切り換えスイッチ
１４が設けられている。切り換えスイッチ１４は、出力ポート１２を給電又は非給電状態
となるように切り換える。電池槽１１０には複数の充電電池１５が設けられ、入力ポート
１３にはソーラーエネルギー変換器１６が挿設されることにより、ソーラーエネルギー変
換器１６から電気エネルギーが供給され、各充電電池１５に対して充電が行われる。充電
が完了した場合には、切り換えスイッチ１４により入力ポート１３が給電状態となるよう
に切り換えられることで、各充電電池１５から出力ポート１２を介して電気エネルギーが
出力され、ポータブル電子装置の使用に供される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】台湾実用新案登録第Ｍ３０３４９４号明細書
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、ソーラーエネルギー変換器１６は、ハウジングベース１１の外部付属部
品であり、ハウジングベース１１とは別体であるため、携帯には不便がある。
【０００６】
　さらに、ハウジングベース１１には、各充電電池１５をポータブル電子装置の電源とし
て取り付ける必要がある。ここで注意すべき点は、各充電電池１５を別途に用意しないと
ポータブル電子装置を使用することができない点である。しかも、各充電電池１５から供
給される電気量は限られているため、長時間の使用ができず、また、交流電源ではなく、
直流電源しか供給することができないため、このポータブル電源装置では、適用可能なポ
ータブル電子装置の種類が制約され、全てのタイプの電子装置に対して適当な電気エネル
ギーを供給することができない。
【０００７】
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　従って、従来技術における上述した問題を克服するためのポータブルソーラー電力ボッ
クスを提供することは、現在解決すべき極めて重要な課題となっている。
【０００８】
　そこで、以上のとおりの事情に鑑み、本考案は、各タイプの外部装置に電気エネルギー
を供給することができるポータブルソーラー電力ボックスを提供することを課題とする。
【０００９】
　また、本考案は、熱を効果的に放出することができるポータブルソーラー電力ボックス
を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記の課題を解決するために、本考案は、外部装置に対して給電を行うためのポータブ
ルソーラー電力ボックスであって、ケースと、前記ケースの表面に設けられ、第１の電気
エネルギーを生成するためのソーラーパネルと、前記ケースに露出され、外部電源を第２
の電気エネルギーとして受けるための入力ポートと、前記ケース内に収容され、前記ソー
ラーパネル及び入力ポートにそれぞれ接続され、前記第１、第２の電気エネルギーを取得
し蓄積するための蓄電器と、前記ケース内に収容されるとともに前記蓄電器に接続され、
前記蓄電器に蓄積された電気エネルギーを前記外部装置に適した第３の電気エネルギーに
変換するための電気エネルギー変換器と、前記ケース内に収容され、前記蓄電器に接続さ
れることにより電気的に作動し、前記電気エネルギー変換器の放熱を行うための放熱器と
、前記ケースに露出されるとともに前記電気エネルギー変換器に接続され、前記第３の電
気エネルギーを出力するための出力ポートと、を備えることを特徴とするポータブルソー
ラー電力ボックスを提供する。
【００１１】
　また、上述したポータブルソーラー電力ボックスは、複数の発光ダイオードからなり、
前記蓄電器に接続され、前記蓄電器の電気量を表示するための電力表示器と、前記電力表
示器に接続され、前記電力表示器の表示を設定するための設定スイッチと、をさらに備え
てもよい。
【００１２】
　また、上述した蓄電器は、リン酸鉄リチウムイオン電池であってもよい。前記第３の電
気エネルギーは、直流又は交流で出力されてもよい。前記第３の電気エネルギーは、５ボ
ルト又は１２ボルト出力の直流電気エネルギーであってもよい。前記第３の電気エネルギ
ーは、１１０ボルト出力の交流電気エネルギーであってもよい。
【００１３】
　また、上述したポータブルソーラー電力ボックスは、両端が前記放熱器及びケースにそ
れぞれ接続されたホースをさらに備え、前記ケースが前記ホースに接続された箇所に開口
が設けられ、前記放熱器による前記電気エネルギー変換器の放熱によって生じた気流をケ
ース外部に送出してもよい。また、前記出力ポートは、少なくとも一つの交流電流の三孔
ソケット、及び／又は少なくとも一つの直流電流のシガレットライターソケット、及び／
又は少なくとも一つの直流電流のＵＳＢソケットをさらに備えてもよい。また、前記出力
ポートは、前記三孔ソケット、シガレットライターソケット、及び／又はＵＳＢソケット
の電気エネルギー出力を開閉するための電気エネルギー出力スイッチをさらに備えてもよ
い。
【考案の効果】
【００１４】
　上述のように、本考案に係るポータブルソーラー電力ボックスは、外部装置に対して給
電を行うものであり、ケース、ソーラーパネル、入力ポート、蓄電器、電気エネルギー変
換器、放熱器及び出力ポートを有し、ケースの表面にソーラーパネルが設けられ、蓄電池
に供給するための電気エネルギーを生成し、外部電源がない場合には蓄電器に充電を行う
ことができ、蓄電器はケース内に収容されているため、別途に用意する必要がなく、携帯
に便利である。入力ポートは、外部電源からの電気エネルギーを受けるためのものであり
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、夜間又は暗所において外部電源による蓄電器への充電を行うことができ、ポータブルソ
ーラー電力ボックスの使用時間を増加させることができる。電気エネルギー変換器は、放
熱器の放熱により使用寿命を延長することができる。出力ポートから出力された電気エネ
ルギーは、電気エネルギー変換器から供給されるため、各タイプの外部装置に適した電気
エネルギーを出力することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】特許文献１に開示される装置の斜視図を示す。
【図２Ａ】本考案に係るポータブルソーラー電力ボックスの斜視図を示す。
【図２Ｂ】本考案に係るポータブルソーラー電力ボックスの回路ブロック図を示す。
【図２Ｃ】本考案に係るポータブルソーラー電力ボックスの外蓋が開けられた場合の局所
領域の斜視図を示す。
【考案を実施するための形態】
【００１６】
　以下、特定の具体的な実施例により本考案の実施形態を説明する。この技術分野に精通
した者は、本明細書に記載する内容によって簡単に本考案の利点や効果が理解できる。本
考案は、その他の異なる形態によって施行や応用を加えることが可能であり、本明細書に
記載する内容も異なる観点や応用に基づき、本考案の主旨を逸脱しない範囲で様々な修正
や変更が可能であり、そうした修正や変更は本考案の請求の範囲に入るものである。
【００１７】
　図２Ａ乃至図２Ｃは、本考案に係るポータブルソーラー電力ボックスを説明するための
図である。
【００１８】
　図２Ａ及び図２Ｂに示すように、本考案に係るポータブルソーラー電力ボックスは、外
部装置に対して給電を行うものであり、ケース２０、ソーラーパネル２１、入力ポート２
２、蓄電器２３、電気エネルギー変換器２４、放熱器２５、出力ポート２８を備える。
【００１９】
　ケース２０は、内部空間２０３及び開放可能な外蓋２０１を有し、内部空間２０３には
、蓄電器２３、電気エネルギー変換器２４、放熱器２５及びその他の電力ボックスに用い
られた回路構造を備える。
【００２０】
　ソーラーパネル２１は、例えばポリシリコンソーラーパネルであり、ケース２０の表面
に設けられ、ソーラーエネルギーを受けるとともに、例えば直流型の第１の電気エネルギ
ーを生成する。
【００２１】
　入力ポート２２は、ケース２０に露出され、外部電源の第２の電気エネルギー、例えば
直流電気エネルギーを受ける。夜間又はソーラーパネル２１によって充電を行うことがで
きない場合には、入力ポート２２を介して蓄電器２３に対して充電を行うことができ、ポ
ータブルソーラー電力ボックスの使用時間を増加させることができる。
【００２２】
　蓄電器２３は、例えばリン酸鉄リチウムイオン電池を有し、リン酸鉄リチウムイオン電
池が有する高変換効率、長寿命、高安定性等の利点を利用することができる。蓄電器２３
は、ケース２０内に収容され、ソーラーパネル２１及び入力ポート２２にそれぞれ接続さ
れ、第１、第２の電気エネルギーを取得し蓄積することができる。
【００２３】
　電気エネルギー変換器２４は、蓄電器２３に接続されるとともにケース２０内に収容さ
れ、蓄電器２３の電気エネルギーを外部装置に適した第３の電気エネルギーに変換する。
前記第３の電気エネルギーは、例えば直流又は交流で出力される電気エネルギーであり、
一つの例として、１１０ボルト出力の交流電気エネルギー、若しくは５ボルト又は１２ボ
ルト出力の直流電気エネルギーであってもよい。
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【００２４】
　放熱器２５は、例えば直流排気装置であり、蓄電器２３に接続されることにより電気的
に作動し、電気エネルギー変換器２４の放熱を行うことができる。放熱器２５の放熱気流
をケース２０から効果的に排出させるために、図２Ｃに示すように、本考案に係るポータ
ブルソーラー電力ボックスは、両端が放熱器２５及びケース２０にそれぞれ接続されたホ
ース２９をさらに備え、ケース２０においてホース２９が接続された箇所に開口２０２が
設けられ、放熱器２５による電気エネルギー変換器２４の放熱によって生じた気流をケー
ス２０の外部に送出することによりケース２０の内部の温度を低下させ、製品の安定性や
使用寿命の向上を図ることができる。
【００２５】
　出力ポート２８は、ケース２０に露出され、電気エネルギー変換器２４に接続され、電
気エネルギー変換器２４によって変換された第３の電気エネルギーを出力する。出力ポー
ト２８は、交流出力の三孔ソケット２８１、直流出力のシガレットライターソケット２８
２、及び／又は直流出力のＵＳＢソケット２８３を有し、上述した１１０ボルトである交
流電圧又は５ボルト、１２ボルトの直流電圧を、軍事、露営、音響、照明、ノードブック
パソコン、デジタルカメラ、携帯電話等に用いるために出力することができる。また、出
力ポート２８には電気エネルギー出力スイッチ２８４がさらに設けられ、三孔ソケット２
８１、シガレットライターソケット２８２、及び／又はＵＳＢソケット２８３の電気エネ
ルギー出力を開閉することができる。三孔ソケット２８１、シガレットライターソケット
２８２、及び／又はＵＳＢソケット２８３は複数設けられていてもよい。
【００２６】
　本考案に係るポータブルソーラー電力ボックスは、図２Ｂに示すように、ユーザの操作
における利便性を向上させるために、複数の発光ダイオードからなる電力表示器２６をさ
らに備えてもよい。電力表示器２６は、蓄電器２３に接続され、蓄電器２３の電気量を輝
度で表示させることにより、ユーザが蓄電器２３の状態を十分に把握することができるよ
うにする。これに対応して、本考案に係るポータブルソーラー電力ボックスは、電力表示
器２６に接続され、電力表示器２６の表示を設定するための設定スイッチ２７をさらに備
えてもよい。
【００２７】
　上述のように本考案に係るポータブルソーラー電力ボックスは、外部装置に対して給電
を行うものであり、ケース、ソーラーパネル、入力ポート、蓄電器、電気エネルギー変換
器、放熱器及び出力ポートを有し、ケースの表面にソーラーパネルが設けられ、蓄電池に
供給するための電気エネルギーを生成し、外部電源がない場合には蓄電器に充電を行うこ
とができ、蓄電器はケース内に収容されているため、別途に用意する必要がなく、携帯に
便利である。また、入力ポートは、外部電源からの電気エネルギーを受けるためのもので
あり、これにより夜間又は暗所において外部電源による蓄電器への充電を行うことができ
、ポータブルソーラー電力ボックスの使用時間を増加させることができる。また、電気エ
ネルギー変換器は、放熱器を用いた放熱により使用寿命を延長することができる。また、
出力ポートから出力された電気エネルギーは、電気エネルギー変換器から供給されるため
、各タイプの外部装置に適した電気エネルギーを出力することができる。
【００２８】
　上記のように、これらの実施の形態は本考案を例示する目的で示すものであり、本考案
は、これらによって何ら限定されるものではない。本考案に係る実質的な技術内容は、下
記の実用新案登録請求の範囲に定義される。本考案はこの技術分野に精通したものが実用
新案登録請求の範囲を逸脱しない範囲で色々な修正や変更が可能であり、そうした修正や
変更は本考案の技術範囲に入るものである。
【符号の説明】
【００２９】
１　ポータブル電源装置
１１　ハウジングベース
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１１０　電池槽
１２　出力ポート
１３　入力ポート
１４　切り換えスイッチ
１５　充電電池
１６　ソーラーエネルギー変換器
２０　ケース
２０１　外蓋
２０２　開口
２０３　内部空間
２１　ソーラーパネル
２２　入力ポート
２３　蓄電器
２４　電気エネルギー変換器
２５　放熱器
２６　電力表示器
２７　設定スイッチ
２８　出力ポート
２８１　三孔ソケット
２８２　シガレットライターソケット
２８３　ＵＳＢソケット
２８４　電気エネルギー出力スイッチ
２９　ホース
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【図２Ａ】
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【図２Ｂ】
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【図２Ｃ】
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